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１.対 象

新しい指導法や特色ある教材によって、継続的に漢字教育を

実践し、成果および努力が認められる個人および団体

（対象となる活動内容）

・漢字に関する能力向上を目的として、学校や社会教育で行

われる漢字教育実践

・漢字文化の普及に向けた教材（映像、デザイン等）や作品

（書作品、演劇、文芸等）の制作発表等

２.応募方法

①（様式１）申請書

②（様式２）実践報告書

以上2点の提出（郵送・FAX・メール可）

※福井県のホームページからダウンロード可

（〔白川静漢字教育賞〕で検索）

※添付いただきました資料はお返しいたしません。

ただし、返却を希望される方には、表彰式後に返却いたします。

※応募後の審査状況や選考結果に関するお問い合わせには応じられ

ません。

３.選考委員

棚橋 尚子（奈良教育大学教育学部教授）

加藤 徹（明治大学法学部教授）

後藤 文男（立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所研究員）

遠藤富美夫（福井新聞社論説委員長）

東村 健治（福井県教育委員会教育長）

４.表 彰

最優秀賞 副賞５万円

優秀賞 副賞１万円

５.お問い合わせ・応募先

〒910－8580 福井市大手3丁目17－1

福井県教育庁生涯学習・文化財課 白川静漢字教育賞係

Tel：0776－20－0559 Fax：0776－20－0672

E-mail：syoubun＠pref.fukui.lg.jp

【主催】 福井県 ・ 福井県教育委員会 【協賛】 株式会社 平凡社 ・ 株式会社 太郎次郎社エディタス

応募締切 ： 令和元年9月13日(金)（消印有効）

表彰式および入賞者による実践発表 ： 令和元年11月頃

効果的な漢字の指導法のほか、教材や書、

文芸作品の制作や発表などの実践を募集します。



福井県教育庁生涯学習・文化財課 白川静漢字教育賞担当 行

TEL：0776-20-0559 FAX：0776-20-0672 E-mail：syoubun@pref.fukui.lg.jp

白川静漢字教育賞申請書 提出日：令和元年 月 日

この賞について何でお知りになりましたか？〇をつけてください。(複数回答可)

・チラシ ・HP ・知人の紹介

・研究会（名称 ） ・その他（ )

（ フ リ ガ ナ ）

氏 名

生 年 月 日 年 月 日 生 歳

所 属 等 TEL

現 住 所
（〒 － ）

連絡先電話番号 E-mail

実 践 の 概 要

実践の内容について（○を付けてください）

・漢字教育実践

・普及に向けた教材や作品の制作や発表

実践の対象について（○を付けてください）

・学校教育（小学校・中学校・高等学校・特別支援学校）

・社会教育

・その他( )

実践の要点について

（大まかな要点をまとめて、簡潔に書いてください。詳細は、別紙実践

報告書に記入してください）

資料について（どちらかに〇を付けてください）

①資料の添付 有 ・ 無

②有の場合、返却を 希望する・希望しない

職 歴

お も な 活 動 歴

受 賞 歴

FAXの場合送信票は不要

受付番号

様式１



白川静漢字教育賞実践報告書

１ 目的・ねらい

２ 実 践 の 内 容

３ 実 践 の 成 果

体裁 Ａ４版 縦 4ページ以内

見出し ゴシック体 または太字

本 文 明朝体 10.5ポイント以上、グラフ、表、写真等の挿入可

※実践日を明記してください。

※１～３つの実践例をご報告ください。

※できるだけ具体的にご記入ください。

必要に応じて資料等を添えてご提出ください。なお、添付いただきました資料はお返しいたしません。ただし、返却を希望さ

れる方には、表彰式後に返却いたします。

様式２



テーマ 「文字の奥深さを広く伝える漢字教育実践」

浜松書道研究会発行の月刊誌『書研』にて、

白川文字学に基づく漢字の解説文「漢字の稽

古」を連載し、未就学児童から年配の方々まで
広く、白川文字学をわかりやすく紹介している。

また、漢字教育士として文化センター、カル

チャーセンター、協働センターでの講座の他、

小中学校の特別授業、社会人の異業種交流

会等で、浜松市内だけでなく市外でも幅広い
年齢層を対象とした講演活動を行っている。

最優秀賞 静岡県 文字處しゐする 主宰 古澤 英一 氏

優秀賞 福井県 木彫家、篆刻家 岸下 順一 氏

テーマ 「平面の文字を立体に～伝統工芸作品制作～」

漢字の古代文字に興味・関心をもってもら

うことを目的として、自分の名前の古代文字

の印作り（消しゴム・石印材）、古代文字を

テーマにした木のおもちゃ作りを中心に活動

している。これらのワークショップでは、準備

された作品を参考にして、受講者自身が作り、

それを使って実際に遊び、使用することで、
一層興味をもたせるようにしている。

〈評価のポイント〉

・木で作ってあり手で触ることができる。

その触感の生々しさが、白川静先生の

漢字、文字学、東洋文化の研究に通じ

るし、手の記憶で漢字を呼び覚ますよ

うな力を感じる。

・古代文字が遊び道具に早変わりする発

想の面白さが素晴らしい。漢字の普及

に大変貢献している。

優秀賞 東京都 漢字教育士 植木 ゆりこ 氏

テーマ 「紹介で広がるワクワク楽しい漢字教室」

平成２４年から年間２５回程度、小学校低学

年とその保護者を対象とした漢字教室を東京

都内各所で開講している。漢字を学び始めた

ばかりの小学校低学年の児童を対象とした指

導法、教材、漢字ゲームを開発し、漢字を意味

ごとにパーツとして分解する習慣をつけ、新し
く出合う漢字にワクワクする子どもたちを育て

ている。

〈評価のポイント〉

・小学校低学年の子どもたちに対して、

興味深い教材やゲームを数多く考案し、

保護者も巻き込んで成果を上げている。

他の学校教育でも活用できそうな内容

である点もよい。

・漢字への興味をもたせるアイディアや

工夫に富んだ指導方法が評価できる。

入門期の子どもたちにとって漢字を身

近なものにさせる優れた実践である。

第６回 （平成 30 年度） 白川静漢字教育賞第６回 （平成 30 年度） 白川静漢字教育賞

〈評価のポイント〉

・白川文字学をよく勉強した上で、書道

雑誌への連載や漢字講座の開催、講演

活動など幅広い活動を行っている。あ

らゆる年代の人たちを対象とする社会

教育分野での活動として秀逸である。

・地元の浜松市や市外の生涯学習施設・

小中学校で講演会を行うなど、精力的

に活動し、漢字の魅力や言葉の大切さ

を説いている。


